
〈宣言日・変更日〉　令和２年３月31日

ゴール 来年度の取組目標

これまでの取り組みを継続し、パン粉を使用した家
庭料理レシピ提案等の提供を新たに行う。

職業講話の受け入れも積極的に行い、教育現場の一
助となる。年間2回の職業講和受け入れを目標とす
る。

製造工程の効率改善チェックを3か月に1度定期的に
実施する。

常時1名の障害者雇用を維持する。

継続実施する。

食品循環資源を昨年比１２０％向上を目指す

被災地の産物を活用した新商品をさらにもう1品開発
する。

（記載上の注意）

１　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

３　目標はなるべく定量的に記載してください。

４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

職　名

氏　名

原料や製品を購入する際に過度な値引き交渉をしな
い。

防災活動やイベントに積極的に参画し、災害時にお
いて地元自治体との連携を円滑に行うための体制を
整える。

製造過程で出た食品循環資源を堆肥として活用し、
食品リサイクルに寄与する

事業所・団体名称
（本社が届け出る場合はその事業所の数　　　　　　）

被災地岩手県において収穫された和胡桃を使用した
復興支援の商品開発

代表者　職・氏名

代表取締役

長谷川誠

これまでの取組

子育て世代を中心にパン粉を無料でサービスし、家
庭内での食育の一助として支援する

職業体験の場としての柔軟な受け入れ体制の整備

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

http://www.monpa.jp/

製造工程における効率改善。全ての電気をLED化。

障害者の積極的な雇用

男性　　５　 人　　女性　　２５　 人　　　計　　３０　 人

モンパルナス

３．製造業

〒４２０－０８８４　静岡市葵区大岩本町１２-１２

各目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書
私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

楽しく・美味しく・わかりやすい、『食』の持つチカラを活かし、被災地復興支援の食材を活用した商
品開発を通じて、無理なく持続可能な支援を長期にわたり続けていく活動を行う

事業所・団体としての2030年の（または中長期的な）あるべき姿

パンを通じて『食べる力』・『生きる力』の大切さを社会に広め、地域と共に歩み続ける企業として持
続可能な地域社会の発展に寄与する。

事業所・団体としてのねらい、特徴的な活動

http://www.monpa.jp/

